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一
、
問
題
の
所
在

　

前
漢
の
揚
雄
は
、『
漢
書
』
揚
雄
傳
に
よ
る
と
博
覽
で
見
な
い
も
の
は
な
か
っ

た
と
稱
さ
れ
る
ほ
ど
碩
學
の
譽
れ
高
い
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
易
』
に
擬

え
て
『
太
玄
』
を
作
り
、『
論
語
』
に
擬
え
て
『
法
言
』
を
作
っ
た
。
揚
雄
に

つ
い
て
、
桓
譚
は
比
類
の
な
い
學
者
で
あ
る
と
稱
贊
し
た
。
一
方
で
、
揚
雄
を

圣
人
で
は
な
い
の
に
經
を
作
っ
た
と
批
判
す
る
者
も
い
た
。
そ
の
揚
雄
の
『
太

玄
』
に
つ
い
て
劉
歆
は
「
今
の
學
者
は
俸
祿
を
も
ら
っ
て
い
る
の
に
ま
だ
『
易
』

を
理
解
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
う
え
『
太
玄
』
を
ど
う
し
て
理
解
で
き
よ
う
か
。

私
は
後
世
の
人
が
『
太
玄
』
を
醬
瓿
の
蓋
と
し
て
使
う
だ
け
で
あ
る
の
を
憂
え

る
」
と
評
し
た
。
こ
の
よ
う
に
『
易
』
に
擬
え
て
作
成
さ
れ
た
『
太
玄
』
は
、

當
時
か
ら
『
易
』
よ
り
も
晦
澁
で
あ
る
と
名
高
い
書
で
あ
っ
た
（
（
（

。

　

こ
の
『
太
玄
』
の
構
造
に
つ
い
て
、『
易
』
と
比
較
し
た
も
の
に
宋
の
司
馬

光
『
太
玄
集
注
』「
說
玄
」
が
あ
る
。
以
下
に
四
つ
の
要
點
を
示
す
（
（
（

。

一
、『
易
』
に
は
六
十
四
の
卦
が
あ
り
『
太
玄
』
に
は
八
十
一
の
「
首
」
が

あ
る
。

二
、『
易
』
に
は
一
卦
ご
と
に
六
爻
あ
り
、
全
部
で
三
百
八
十
四
爻
で
あ
る
。

『
太
玄
』
に
は
一
首
ご
と
に
九
つ
の
「
贊
」（
初
一
・
次
二
・
次
三
・
次
四
・

次
五
・
次
六
・
次
七
・
次
八
・
上
九
）
が
あ
り
、
全
部
で
七
百
二
十
九
贊

で
あ
る
。

三
、『
易
』
の
彖
（
卦
辭
）
に
相
當
す
る
も
の
は
、『
太
玄
』
で
は
「
首
」
で

あ
る
。

四
、『
易
』
の
象
に
相
當
す
る
も
の
は
、『
太
玄
』
で
は
「
測
」
で
あ
る
。「
測
」

と
は
「
贊
」
の
辭
（
言
葉
）
の
解
說
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
太
玄
』「
玄
數
」
で
は
、
初
一
か
ら
上
九
の
九
贊
を
「
思
」・「
福
」・

「
禍
」
に
配
當
す
る
。
初
一
は
「
思
」
の
下
、
次
二
は
「
思
」
の
中
、
次
三
は
「
思
」

の
上
、
次
四
は
「
福
」
の
下
、
次
五
は
「
福
」
の
中
、
次
六
は
「
福
」
の
上
、

次
七
は
「
禍
」
の
下
、
次
八
は
「
禍
」
の
中
、
上
九
は
「
禍
」
の
上
で
あ
る
（
（
（

。

こ
こ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
揚
雄
は
最
初
の
三
つ
の
贊
を
「
思
」
の
位
に
配
當
さ

揚
雄
『
太
玄
』
の
「
思
」

田
　
村
　
有
見
恵
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せ
て
い
る
。

　

こ
の
難
解
な
『
太
玄
』
に
對
し
歷
代
の
學
者
が
解
釋
を
試
み
た
。
晉
の
范
望

『
太
玄
經
』
は
五
行
を
中
心
と
し
て
、
司
馬
光
『
太
玄
集
注
』
は
「
思
」
に
重

點
を
置
い
て
、
宋
の
張
行
成
『
翼
玄
』
は
象
數
學
を
中
心
と
し
て
、
明
の
葉
子

奇
『
太
玄
本
旨
』
は
揚
雄
を
批
判
す
る
立
場
で
、
淸
の
陳
本
禮
『
太
玄
闡
祕
』

は
揚
雄
の
王
莽
風
刺
で
あ
る
と
見
做
す
立
場
で
解
釋
し
た
（
（
（

。
上
記
以
外
の
先
行

硏
究
と
し
て
は
、
思
想
、
易
學
、
科
學
史
と
い
う
多
方
面
か
ら
の
蓄
積
が
あ
る
（
（
（

。

こ
の
よ
う
な
硏
究
の
蓄
積
は
あ
る
の
だ
が
、
揚
雄
の
「
思
」
の
思
想
に
焦
點
を

當
て
た
も
の
は
多
い
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
な
か
で
も
「
思
」
に
着
目
し
た
人

物
と
し
て
は
司
馬
光
を
代
表
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
關
し
て
土
田
健

次
郎
氏
は
、
宋
代
の
議
論
の
な
か
で
の
性
說
と
天
人
論
の
關
係
か
ら
、
孟
子
の

性
善
說
、
荀
子
の
性
惡
說
、
揚
雄
の
性
善
惡
混
說
、
韓
愈
の
性
三
品
說
の
な
か

で
、
司
馬
光
が
揚
雄
の
性
說
に
與
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
（
（
（

。
筆
者
は
こ
の
揚
雄

の
性
說
が
「
思
」
の
重
視
と
關
係
し
て
い
る
と
推
察
す
る
。
ま
た
、
徐
復
觀
氏

は
「『
太
玄
』
は
「
思
」
を
人
の
特
性
と
し
て
代
表
さ
せ
、
思
慮
と
そ
の
他
の

條
件
を
組
み
合
わ
せ
て
吉
凶
を
い
う
」
と
指
摘
す
る
（
（
（

。
こ
こ
で
い
う
そ
の
他
の

條
件
と
は
、
思
・
福
・
禍
ご
と
の
下
・
中
・
上
で
あ
る
九
つ
の
段
階
を
指
す
。

ま
た
、
劉
韶
軍
氏
は
「『
太
玄
』
は
思
、
福
、
禍
を
强
調
し
、
思
の
重
要
、
福

の
暫
時
、禍
の
必
然
を
强
調
す
る
」
と
指
摘
す
る
（
（
（

。こ
こ
で
两
者
が
九
贊
の
思
・

福
・
禍
の
「
思
」
に
着
目
し
て
い
る
の
は
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
指
摘
以
上
に

は
揚
雄
の
「
思
」
の
思
想
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
議
論
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
揚
雄
の
「
思
」
の
思
想
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

り
、
な
ぜ
「
思
」
を
重
視
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
こ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
揚
雄
の
思
想
を
明
確
に
す
る
こ
と
で

あ
り
、
延
い
て
は
揚
雄
の
「
思
」
の
思
想
に
沿
い
な
が
ら
『
太
玄
集
注
』
を
作

成
し
た
司
馬
光
と
の
思
想
的
差
異
を
闡
明
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
こ
で
、
本

稿
で
用
い
る
「
思
」
を
確
認
し
て
お
く
と
、「
天
が
人
を
生
み
出
し
た
當
初
、

容
貌
を
動
か
し
、
口
で
物
言
い
、
目
で
見
、
耳
で
聞
き
、
心
で
思
う
よ
う
に
し
、

法
に
か
な
っ
て
い
る
な
ら
そ
の
働
き
が
完
全
に
な
り
、
法
に
か
な
っ
て
い
な
い

な
ら
不
完
全
に
な
る
よ
う
に
さ
せ
た
」（
維
天
肇
降
生
民
、
使
其
貌
動
、
口
言
、

目
視
、
耳
聽
、
心
思
、
有
法
則
成
、
無
法
則
不
成
）（『
太
玄
』
玄
掜
）
と
い
う

よ
う
に
、
も
と
も
と
貌
、
言
、
視
、
聽
、
思
（『
書
經
』
洪
範
）
の
五
つ
が
竝

列
さ
れ
る
な
か
の
一
つ
で
あ
り
、
心
の
働
き
で
あ
る
思
慮
を
指
す
（
（
（

。

　

本
稿
の
構
成
と
し
て
は
、
ま
ず
、『
太
玄
』
に
お
け
る
「
思
」
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
の
か
を
確
認
す
る
た
め
、
八
十
一
首
の
う
ち
で
劈
頭
に
位
置
し
、

凡
例
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、「
中
」
と
い
う
言
葉
自
體
が
中
心
や

心
と
い
う
「
思
」
の
意
味
を
含
ん
で
お
り
、「
思
」
の
思
想
を
考
察
す
る
の
に

相
應
し
い
と
い
え
る
こ
と
、
以
上
の
理
由
か
ら
中
首
に
着
眼
す
る
。
そ
し
て
、

そ
の
中
首
を
揚
雄
自
身
の
中
首
の
解
釋
で
あ
る
「
玄
文
」
を
用
い
て
確
認
す
る
。

次
に
中
首
以
外
で
「
思
」
に
配
當
さ
れ
て
い
る
初
一
、
次
二
、
次
三
の
贊
を
中

心
に
檢
討
す
る
。
最
後
に
、
な
ぜ
「
思
」
を
重
視
し
た
か
に
つ
い
て
性
說
と
修

養
の
面
に
着
目
し
「
思
」
と
「
學
」
の
關
係
か
ら
、
君
子
、
圣
人
、
修
性
說
を

考
察
す
る
。
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二
、『
太
玄
』
に
お
け
る
「
思
」

（
１
）『
太
玄
』
中
首
│
揚
雄
の
「
玄
文
」
に
よ
る
解
釋

　
『
太
玄
』
の
一
つ
の
「
首
」
は
、『
易
』
の
卦
辭
（
彖
）
に
相
當
す
る
「
首
」、

『
易
』
の
六
爻
に
相
當
す
る
九
つ
の
「
贊
」、『
易
』
の
象
に
相
當
す
る
「
測
」

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。（「
首
」
は
上
記
の
全
て
を
包
含
す
る
名
稱
で
あ
る
と
同

時
に
、『
易
』
の
彖
に
相
當
す
る
も
の
だ
け
を
指
す
名
稱
で
も
あ
る
。）
そ
し
て
、

八
十
一
首
の
う
ち
中
首
の
み
「
玄
文
」
と
い
う
揚
雄
に
よ
る
解
說
が
あ
る
。『
太

玄
』
に
は
歷
代
樣
々
な
注
釋
が
あ
る
が
、
揚
雄
の
「
思
」
の
思
想
を
抽
出
す
る

た
め
「
玄
文
」
を
中
心
と
し
、
他
の
范
望
や
司
馬
光
等
の
注
釋
は
最
小
限
に
お

さ
え
た
。
こ
の
「
玄
文
」
と
は
次
の
四
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
①
『
太
玄
』

に
使
用
さ
れ
る
罔
、
直
、
蒙
、
酋
、
冥
と
い
う
言
葉
の
說
明
。
②
中
首
の
正
文

に
對
す
る
說
明
（
あ
る
人
と
揚
雄
の
問
答
體
の
形
式
）。
③
中
首
の
正
文
に
對

す
る
②
以
外
の
解
說
。
④
天
地
に
對
す
る
揚
雄
の
思
考
。
本
稿
で
は
、
紙
片
の

都
合
上
①
③
④
に
つ
い
て
は
割
愛
し
、「
玄
文
」
②
に
依
據
し
て
中
首
の
九
贊

を
解
釋
す
る
（
（（
（

。
中
首
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
い
く
つ
か
の
飜
譯
が
あ
る
が
、

同
じ
「
玄
文
」
に
基
づ
く
解
釋
で
も
微
妙
な
差
異
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
筆
者

の
譯
を
示
す
意
義
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
る
（
（（
（

。

中
【
首
】
陽
氣
潛
萌
於
黃
宮
、
信
無
不
在
乎
中
。「
陽
氣
は
（
中
の
色
で

あ
る
）
黃
の
宮
に
潛
み
萌き
ざ

す
、
信
に
中
に
な
い
も
の
は
な
い
。」

【
九
贊
】
初
一　

昆
侖
旁
薄
、
幽
。
測
曰
、
昆
侖
旁
薄
、
思
之
貞
也
。「
賢

人
の
天
地
の
よ
う
に
廣
い
思
慮
で
あ
り
羣
類
を
包
む
。
中
に
あ
わ
さ
っ
て

い
て
、
ま
だ
形
を
外
に
現
し
て
い
な
い
、
獨
り
で
居
て
樂
し
み
、
獨
り
で

思
慮
し
て
憂
え
る
。
樂
し
み
は
堪
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
憂
い
は
勝
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
、
だ
か
ら
幽
と
い
う
。」（
賢
人
天
地
思
而
包
羣
類
也
。

昆
諸
中
未
形
乎
外
、
獨
居
而
樂
、
獨
思
而
憂
、
樂
不
可
堪
、
憂
不
可
勝
、

故
曰
幽
。）（「
玄
文
」）

　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
八
十
一
首
七
百
二
十
九
贊
の
こ
の
最
初
に

「
思
之
貞
」
を
擧
げ
て
い
る
點
で
あ
る
。
心
の
働
き
で
あ
る
「
思
」
に
焦
點
を

當
て
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
點
で
あ
り
、『
太
玄
』
の
全
體
を
覆
う
思
想

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
賢
人
の
深
淵
な
思
慮
を
表
現
す
る
と
同
時

に
、「
玄
文
」
で
「
未
形
乎
外
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
中
（
内
心
）
で
は
思
慮

す
る
が
、
そ
の
思
慮
を
外
界
に
現
し
て
い
な
い
段
階
で
あ
る
こ
と
を
强
調
し
て

い
る
。
ま
た
、「
昆
」
は
、
范
望
注
「
昆
、
渾
也
」
に
よ
り
、
混
在
の
意
味
で

解
釋
し
た
。
こ
の
た
め
、
初
一
は
、「
賢
人
の
天
地
の
よ
う
に
廣
大
な
思
慮
は

幽
か
で
奧
深
い
。
測
に
い
う
、
賢
人
の
天
地
の
よ
う
に
廣
大
な
思
慮
、
そ
の

「
思
」
は
貞
し
い
」
と
な
る
。

次
二　

神
戰
于
玄
。
其
陳
陰
陽
。
測
曰
、
神
戰
于
玄
。
善
惡
并
也
。「
小

人
の
心
は
雜
で
あ
っ
て
、
今
に
も
外
に
現
そ
う
と
す
る
時
、
陰
陽
を
陣
立

て
と
し
て
吉
凶
を
戰
わ
せ
る
。
陽
に
よ
っ
て
戰
え
ば
吉
で
あ
り
、
陰
に

よ
っ
て
戰
え
ば
凶
で
あ
る
。
風
が
吹
く
こ
と
に
よ
っ
て
虎
を
識
り
、
雲
が

湧
き
起
る
こ
と
に
よ
っ
て
龍
を
知
る
、
賢
人
が
現
れ
て
全
て
の
も
の
が
集

ま
る
。」（
小
人
之
心
雜
、
將
形
乎
外
、
陳
陰
陽
以
戰
其
吉
凶
者
也
。
陽
以
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戰
乎
吉
、
陰
以
戰
乎
凶
。
風
而
識
虎
、
雲
而
知
龍
、
賢
人
作
而
萬
物
同
。）

（「
玄
文
」）

　

こ
こ
で
の
神
と
は
神
妙
な
存
在
を
指
し
、
玄
と
は
こ
れ
か
ら
考
察
す
る
中
首

の
次
八
の
贊
に
基
づ
き
「
思
」
を
指
し
て
い
る
と
解
釋
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の

心
の
中
で
は
善
と
惡
が
同
時
に
存
在
し
、
そ
れ
が
交
戰
す
る
樣
子
を
表
現
し
て

い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
「
陳
」
を
「
陣
」
の
意
味
で
解
釋
し
た
の
は
、
范
望

が
「
陰
陽
爭
爲
戰
、
兩
敵
稱
陳
」
と
注
釋
し
、
司
馬
光
が
「
陳
、
直
刃
切
」
と

注
釋
し
て
い
る
こ
と
に
依
據
す
る
。
ま
た
、「
玄
文
」
で
「
將
形
乎
外
」
と
あ

る
よ
う
に
、
思
慮
が
行
爲
に
移
行
さ
れ
る
寸
前
の
段
階
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
そ
の
他
、「
風
而
識
虎
」
以
下
は
「
雲
從
龍
、
風
從
虎
、
圣
人
作
而
萬

物
覩
」（『
易
』
乾
卦
「
文
言
傳
」）
と
い
う
、
同
類
が
集
ま
る
内
容
が
踏
ま
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
次
二
は
「
神
妙
な
存
在
が
心
の
な
か
で
戰
っ
て
い

る
。
そ
の
陣
立
て
は
陰
と
陽
で
あ
る
。
測
に
い
う
、
神
妙
な
存
在
が
心
の
な
か

で
戰
っ
て
い
る
。
善
と
惡
が
竝
立
し
て
い
る
」
と
な
る
。

次
三　

龍
出
于
中
、
首
尾
信
可
以
爲
庸
。
測
曰
、
龍
出
于
中
、
見
其
造
也
。

「
龍
の
德
が
初
め
て
顯
著
に
な
る
。陰
が
極
ま
ら
な
け
れ
ば
陽
は
生
じ
な
い
、

亂
が
極
ま
ら
な
け
れ
ば
德
は
現
わ
れ
な
い
。
君
子
は
德
を
身
に
つ
け
て
時

を
俟
ち
、
適
切
な
時
よ
り
早
す
ぎ
る
こ
と
な
く
進
み
、
適
切
な
時
に
遲
れ

ず
に
退
く
。
動
き
始
め
か
ら
止
ま
る
ま
で
、
微
小
な
こ
と
か
ら
顯
著
な
こ

と
ま
で
、
法
度
を
失
わ
な
い
の
は
君
子
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
始
め
か
ら

終
わ
り
ま
で
庸
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
。」（
龍
德
始
著
也
。
陰
不
極
則
陽

不
生
、
亂
不
極
則
德
不
形
。
君
子
修
德
以
俟
時
、
不
先
時
而
起
、
不
後
時

而
縮
。
動
止
微
章
、
不
失
其
法
者
、
其
唯
君
子
乎
。
故
首
尾
可
以
爲
庸
也
。）

（「
玄
文
」）

　

こ
こ
で
は
龍
と
い
う
言
葉
で
君
子
の
德
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
初
一
と
次

二
が
思
慮
の
段
階
で
あ
る
の
に
對
し
て
、「
始
著
」
と
い
う
言
葉
が
次
三
は
思

慮
が
既
に
外
界
に
行
爲
と
し
て
實
行
さ
れ
た
段
階
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
次
三
は
「
龍
の
德
が
中
か
ら
出
る
。
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
人
の

法
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
測
に
い
う
、
龍
の
德
が
中
か
ら
出
る
。
そ
の
姿
を

現
す
」
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
、
初
一
（「
思
」
の
下
、
思
心
、
賢
人
）・
次
二
（「
思
」
の
中
、
反
復
、

小
人
）・
次
三
（「
思
」
の
下
、
成
意
、
君
子
）
の
三
贊
は
「
思
」
に
配
當
さ
れ

て
い
る
。
初
一
で
は
「
思
之
貞
」
と
い
う
言
葉
に
よ
り
、
思
慮
を
中
心
と
し
た

贊
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、「
玄
文
」
の
「
ま
だ
外
に
現
れ
て
い
な
い
」
と
い
う

說
明
に
よ
り
、
思
慮
の
段
階
で
あ
る
こ
と
を
表
現
す
る
。
次
二
で
は
、「
玄
」

と
い
う
言
葉
が
要
で
あ
る
。「
玄
」
と
は
、
こ
れ
か
ら
確
認
す
る
中
首
の
次
八

の
「
玄
文
」
で
、
本
來
「
思
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
は
ず
の
箇
所
を
「
玄
」

と
い
う
言
葉
で
代
用
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
揚
雄
は
「
玄
」
を
「
思
」
と
同

義
で
用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、「
玄
」
と
い
う
言
葉
に
よ
り

「
思
」
の
範
圍
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、「
玄
文
」
の
「
今
に
も
外
に
現
そ
う
と
す

る
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
思
慮
が
ほ
と
ん
ど
定
ま
り
、
行
爲
と
な
る
直
前

の
段
階
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
三
で
は
「
中
か
ら
出
る
」

と
い
う
言
葉
に
よ
り
、
中
に
隱
藏
し
て
い
た
も
の
を
外
に
發
現
す
る
こ
と
を
示

す
。そ
れ
は
、「
玄
文
」
の
「
著
れ
る
」
と
い
う
動
作
か
ら
も
初
一
、次
二
で
「
思
」
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の
段
階
で
あ
っ
た
も
の
が
行
爲
の
段
階
へ
と
移
っ
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
こ

の
よ
う
に
「
思
」
に
段
階
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、「
思
」
を
客
觀
的
に
省
察

す
る
對
象
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
は
「
福
」
に
配
當
さ
れ
る
三
贊
で
あ
る
。

次
四　

庳
虛
無
因
、
大
受
性
命
、
否
。
測
曰
、
庳
虛
之
否
。
不
能
大
受
也
。

「
小
人
は
謙
虛
な
心
持
ち
で
下
位
に
居
る
こ
と
が
で
き
ず
、
庳
で
あ
る
か

ら
臨
め
ず
、
虛
し
い
か
ら
滿
た
さ
れ
な
い
。
無
で
あ
る
の
に
有
で
あ
る
と

し
、
因
（
他
者
を
賴
み
と
す
る
）
で
あ
る
の
に
作
（
自
分
で
立
つ
）
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
偉
大
な
性
命
を
享
け
て
も
辭
退
し
な
い
、
そ
の

た
め
否
で
あ
る
。」（
小
人
不
能
懷
虛
處
乎
下
、
庳
而
不
可
臨
、
虛
而
不
可

滿
。
無
而
能
有
、
因
而
能
作
。
故
大
受
性
命
而
無
辭
辟
也
、
故
否
。）（「
玄

文
」）

　

こ
こ
で
は
、
こ
の
「
庳
虛
無
因
」
に
つ
い
て
、
范
望
は
「
陰
道
卑
虛
、
無
所

因
緣
」
と
注
釋
し
て
い
る
が
、
司
馬
光
は
「
亡
く
て
も
有
る
と
し
、
虛
し
く
て

も
盈
ち
て
い
る
と
し
、
貧
困
で
あ
っ
て
も
豐
か
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
恒
な
る

心
を
持
つ
こ
と
は
難
し
い
」（
亡
而
爲
有
、
虛
而
爲
盈
、
約
而
爲
泰
、
難
乎
有

恒
矣
）（『
論
語
』
述
而
）
を
引
用
し
て
說
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
小
人
は
庳

で
あ
り
、
虛
し
く
、
無
で
、
因
（
他
者
を
賴
み
と
す
る
）
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

次
四
は
「
庳
く
虛
し
く
何
も
無
く
他
者
に
依
存
し
て
い
る
の
で
、
偉
大
な
性
命

を
受
け
よ
う
と
す
る
の
は
よ
く
な
い
。
測
に
い
う
、
庳
く
虛
し
い
の
は
よ
く
な

い
。
偉
大
な
性
命
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
な
る
。

次
五　

日
正
于
天
、利
用
其
辰
作
主
。測
曰
、日
正
于
天
、貴
當
位
也
。「
君

子
が
位
に
卽
く
こ
と
は
、
車
や
馬
に
乘
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
車
に
は

軨
（
車
軸
の
留
め
金
の
閒
の
橫
木
）
が
あ
り
馬
に
は
𩡺
（
尾
を
結
わ
え
た

も
の
）
が
あ
る
。
天
下
を
周
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
主
と
な
る
の
に
よ

い
。」（
君
子
乘
位
、
爲
車
爲
馬
。
車
軨
馬
𩡺
、
可
以
周
天
下
、
故
利
其
爲

主
也
。）（「
玄
文
」）

　

こ
こ
で
は
、
太
陽
が
天
の
運
行
に
正
し
く
沿
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
君
子

が
相
應
し
い
地
位
を
得
る
こ
と
を
比
喩
す
る
。
こ
の
た
め
、
次
五
は
「
日
は
天

の
運
行
に
正
し
く
、
そ
の
時
は
萬
民
の
主
と
な
る
の
に
よ
ろ
し
い
。
測
に
い
う
、

日
は
天
の
運
行
に
正
し
く
、
高
貴
で
あ
り
地
位
も
あ
る
」
と
な
る
。

次
六　

月
闕
其
摶
、不
如
開
明
于
西
。測
曰
、月
闕
其
摶
、賤
始
退
也
。「
小

人
の
勢
力
が
滿
ち
盛
ん
な
樣
子
で
あ
る
。
み
ず
か
ら
虛
し
く
毁や

ぶ

れ
る
と
は
、

川
の
水
は
淵
に
止
ま
り
、
木
の
枝
は
枯
れ
落
ち
、
山
は
瘦
せ
衰
え
、
澤
は

增
肥
す
る
こ
と
で
あ
る
。
賢
人
は
分
か
っ
て
い
る
が
衆
人
は
気
づ
い
て
い

な
い
。」（
小
人
盛
滿
也
。
自
虛
毁
者
、
水
息
淵
、
木
消
枝
、
山
殺
瘦
、
澤

增
肥
、
賢
人
覩
而
衆
莫
知
。）（「
玄
文
」）

　

こ
こ
で
は
、
月
が
闕
け
る
と
い
う
現
象
に
よ
っ
て
小
人
の
勢
力
が
盛
ん
な
狀

態
か
ら
衰
退
し
て
い
く
姿
を
比
喩
す
る
。
こ
の
た
め
、
次
六
は
「
滿
月
が
闕
け

て
い
く
の
は
、
西
が
明
る
む
に
は
及
ば
な
い
。
測
に
い
う
、
滿
月
が
闕
け
て
い

く
、（
小
人
は
）
身
分
が
賤
し
く
な
り
後
退
し
始
め
る
」
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
、
次
四
（「
福
」
の
下
、
條
暢
、
小
人
）・
次
五
（「
福
」
の
中
、
中
和
・

著
明
、
君
子
）・
次
六
（「
福
」
の
上
、
極
大
、
小
人
）
の
三
贊
は
「
福
」
に
配

當
さ
れ
て
い
る
。
次
四
は
「
福
」
の
下
で
あ
る
た
め
「
性
命
を
受
け
る
」
と
い
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う
福
を
受
け
る
贊
の
辭
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
首
は
初
一
と
い
う
奇
數

の
贊
で
「
思
」
が
貞
し
か
っ
た
の
で
、
奇
數
の
贊
が
君
子
と
な
り
、
偶
數
の
贊

は
小
人
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
次
四
は
小
人
の
贊
と
な
り
、
性
命
を
受
け
る
と

い
う
福
を
得
て
も
謙
虛
さ
を
知
ら
な
い
た
め
否
（
よ
く
な
い
狀
況
）
と
な
っ
て

い
る
。
次
の
次
五
は
「
福
」
の
中
で
あ
り
、
九
贊
の
な
か
で
も
中
心
と
な
る
贊

で
あ
る
。
そ
し
て
、
初
一
で
「
思
」
が
貞
し
い
君
子
が
時
に
も
惠
ま
れ
福
を
得

た
狀
況
で
あ
る
。
そ
の
た
め
主
と
な
る
の
に
相
應
し
く
、
地
位
も
あ
る
と
い
う

理
想
的
な
狀
況
を
明
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
六
は
「
福
」
の
下
で
あ
り
、

福
を
得
る
こ
と
の
最
終
的
な
段
階
で
あ
る
。
滿
ち
た
も
の
は
缺
け
て
い
く
と
い

う
自
然
の
摂
理
を
月
の
滿
ち
缺
け
で
比
喩
す
る
。
次
六
は
小
人
の
贊
で
あ
り
、

闕
け
る
、
賤
し
く
な
る
、
退
く
と
い
う
言
葉
に
よ
り
衰
退
の
樣
子
を
表
現
し
て

い
る
。

　

次
は
「
禍
」
に
配
當
さ
れ
た
三
贊
で
あ
る
。

次
七　

酋
酋
、
火
魁
頤
、
水
包
貞
。
測
曰
、
酋
酋
之
包
、
任
臣
則
也
。「
仁

は
不
仁
を
憎
み
、
誼
は
不
誼
を
憎
む
。
君
子
が
寬ゆ
る

や
か
に
裕み
ち
びけ
ば
十
分
に

衆
人
を
成
長
さ
せ
、
和
柔
で
あ
れ
ば
十
分
に
萬
物
を
安
ら
か
に
さ
せ
、
天

地
は
す
べ
て
を
受
け
入
れ
る
。
天
地
に
容
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
不
仁
と
不

誼
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
水
は
貞
し
い
も
の
を
包
む
と
い
う
。」（
仁
疾
乎

不
仁
、
誼
疾
乎
不
誼
。
君
子
寬
裕
足
以
長
衆
、
和
柔
足
以
安
物
、
天
地
無

不
容
也
。
不
容
乎
天
地
者
、
其
唯
不
仁
不
誼
乎
。
故
「
水
包
貞
」。）（「
玄

文
」）

　

こ
の
「
酋
酋
」
に
つ
い
て
、「
玄
文
」
①
は
「
酋
考
其
就
」
と
し
、
范
望
は
「
酋
、

就
也
」
と
し
、
司
馬
光
は
「
秋
物
成
就
」
と
注
釋
す
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、「
酋
酋
」

を
物
の
成
就
の
意
味
で
解
釋
す
る
。
ま
た
「
魁
」
は
、「
玄
文
」
で
君
子
が
裕

く
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
指
導
者
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、

次
七
は
「
物
事
を
成
就
す
る
時
、
火
は
指
導
者
と
な
り
養
い
、
水
は
貞
し
い
も

の
を
包
む
。
測
に
い
う
、
物
事
を
成
就
す
る
時
は
正
し
い
も
の
を
包
み
、
臣
下

に
規
則
を
任
せ
る
」
と
な
る
。

次
八　

黃
不
黃
、
覆
秋
常
。
測
曰
、
黃
不
黃
、
失
中
德
也
。「
小
人
が
常

道
の
中
正
を
失
う
。
初
一
に
始
ま
り
、
次
三
に
は
終
わ
り
、
次
二
は
中
を

得
る
。
君
子
は
「
玄
」
の
狀
況
で
は
正
し
く
、「
福
」
の
狀
況
で
は
冲の
ぼ

り
、

「
禍
」
の
狀
況
で
は
反
省
す
る
。
小
人
は
「
玄
」
の
狀
況
で
は
邪
で
あ
り
、

「
福
」
の
狀
況
で
は
驕
り
、「
禍
」
の
狀
況
で
は
困
窮
す
る
。
だ
か
ら
君
子

は
地
位
を
得
た
な
ら
ば
昌
ん
で
、
地
位
を
失
っ
て
も
善
良
で
あ
る
が
、
小

人
は
地
位
を
得
た
な
ら
ば
橫
暴
で
、
地
位
を
失
え
ば
喪ほ
ろ
びる
。
次
八
は
位
を

得
て
い
る
が
、
秋
の
常
道
を
覆
し
て
い
る
。」（
小
人
失
刑
中
也
。
諸
一
則

始
、
諸
三
則
終
、
二
者
得
其
中
乎
。
君
子
在
玄
則
正
、
在
福
則
冲
、
在
禍

則
反
。
小
人
在
玄
則
邪
、
在
福
則
驕
、
在
禍
則
窮
。
故
君
子
得
位
者
昌
、

失
位
則
良
、
小
人
得
位
則
橫
、
失
位
則
喪
。
八
雖
得
位
、
然
犹
「
覆
秋
常
」

乎
。）（「
玄
文
」）

　

こ
こ
で
、
黃
と
は
紅
葉
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
秋
の
常
態

と
し
て
木
々
は
色
づ
く
は
ず
で
あ
る
の
に
、
紅
葉
し
て
い
な
い
の
は
秋
の
常
態

に
反
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
小
人
が
地
位
を
得
て
い
る
こ
と
を
比
喩
す
る
。
ま
た

「
玄
文
」
で
、
在
玄
・
在
福
・
在
禍
と
い
う
よ
う
に
玄
・
福
・
禍
が
竝
べ
ら
れ
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て
い
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。
九
贊
を
思
・
福
・
禍
で
分
け
る
こ
と
か
ら
推

し
測
る
と
、
在
玄
と
あ
る
部
分
は
、
本
來
「
思
」
が
あ
る
べ
き
箇
所
で
あ
る
。

次
二
の
贊
で
も
言
及
し
た
が
、
そ
こ
を
「
玄
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
揚
雄

は
「
玄
」
と
「
思
」
を
同
義
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
こ
の
た
め
、

次
八
は
「
木
の
葉
が
黃
色
く
な
る
は
ず
で
あ
る
の
に
黃
色
く
な
っ
て
い
な
い
、

秋
の
常
道
を
覆
し
て
い
る
。
測
に
い
う
、
木
の
葉
が
黃
色
く
な
る
は
ず
が
黃
色

く
な
っ
て
い
な
い
、
中
の
德
を
失
う
」
と
な
る
。

上
九　

顛
靈
氣
形
反
。
測
曰
、
顛
靈
之
反
、
時
不
克
也
。「
上
限
に
達
し

て
い
る
。
上
限
に
達
す
れ
ば
運め
ぐ

り
、
下
限
に
達
す
れ
ば
顛お

ち
る
。
靈
が
す

で
に
顛
ち
た
な
ら
ば
、
氣
と
形
は
も
と
の
場
所
に
反か
え

ら
な
い
こ
と
が
あ
ろ

う
か
。
君
子
で
あ
っ
て
年
齡
を
重
ね
て
時
の
限
界
に
達
し
た
者
で
あ
る
。

陽
は
上
限
に
達
し
、
陰
は
下
限
に
達
す
る
。
氣
と
形
が
乖
れ
よ
う
と
す
る

時
、
鬼
神
は
阻
み
、
賢
者
は
懼お
そ

れ
愼
み
、
小
人
は
怙た
の

み
縋
る
。」（
絶
而
極

乎
上
也
。
極
上
則
運
、
絶
下
則
顛
。
靈
已
顛
矣
、
氣
形
惡
得
在
而
不
反
乎
。

君
子
年
高
而
極
時
者
歟
。
陽
極
上
、
陰
極
下
。
氣
形
乖
、
鬼
神
阻
、
賢
者

懼
、
小
人
怙
。）（「
玄
文
」）

　

こ
こ
で
は
、「
顛
ち
る
靈
、
氣
と
形
が
反
る
」
と
い
う
氣
（
魂
魄
）
と
形
（
肉

體
）
が
戾
る
と
い
う
こ
と
に
よ
り
、
君
子
が
遷
化
す
る
時
を
暗
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
「
時
不
克
」
は
、
人
閒
は
時
の
流
れ
に
よ
る
老
い
や
死
に
は
抗
う
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
を
示
す
。
こ
の
た
め
、
上
九
は
「
君
子
の
靈
が
顛
ち
て
魂
魄

と
體
が
乖
れ
て
も
と
の
場
所
に
返
ろ
う
と
す
る
。
測
に
い
う
、
靈
が
顛
ち
て
も

と
の
場
所
に
返
ろ
う
と
す
る
、
時
の
流
れ
に
抗
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
、
次
七
（「
禍
」
の
下
、
敗
損
、
君
子
）・
次
八
（「
禍
」
の
中
、
剝
落
、

小
人
）・
上
九
（「
禍
」
の
上
、
倨
劇
、
君
子
）
の
三
贊
は
「
禍
」
に
配
當
さ
れ

て
い
る
。
次
七
は
「
禍
」
の
下
で
あ
り
、
禍
の
始
ま
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
君

子
の
贊
で
あ
る
の
で
酷
い
事
態
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
次
の
次
八
は
「
禍
」
の

中
で
あ
り
、
小
人
の
贊
な
の
で
、
秋
の
常
態
が
失
わ
れ
た
狀
況
に
直
面
し
て
困

窮
し
、
中
德
を
失
っ
た
と
い
う
中
首
の
な
か
で
最
も
過
酷
な
狀
況
を
示
し
て
い

る
。
最
後
の
上
九
は
「
禍
」
の
上
で
あ
り
、
中
首
の
九
贊
の
最
後
で
も
あ
る
。

こ
の
た
め
、
靈
が
顛
ち
る
と
い
う
、
人
の
生
命
の
最
期
が
描
寫
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
上
九
は
禍
が
極
ま
っ
た
狀
況
で
は
あ
る
の
だ
が
、
初
一
の
「
思
」

が
貞
し
か
っ
た
た
め
、
君
子
の
贊
で
あ
り
、
愼
し
ん
で
最
期
を
む
か
え
る
こ
と

が
で
き
る
樣
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
玄
文
」
に
基
づ
く
解
釋
か
ら
指
摘
で
き
る
中
首
の
九
贊
の

特
徵
と
し
て
は
、
一
贊
ご
と
に
君
子
（
賢
人
）
と
小
人
を
繰
り
返
し
て
い
る
點

が
擧
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
初
一
の
「
思
」
の
貞
否
貞
が
、
九
贊
の
君
子
と
小
人

の
配
當
を
決
定
し
、
次
四
・
次
五
・
次
六
の
「
福
」
を
受
け
た
場
合
と
、
次
七
・

次
八
・
上
九
の
「
禍
」
に
遭
遇
し
た
場
合
の
吉
凶
を
左
右
す
る
。
そ
の
た
め
、

こ
の
中
首
を
例
に
と
る
と
、
初
一
が
「
思
」
の
貞
し
い
賢
人
で
あ
っ
た
た
め
、

上
九
の
よ
う
な
禍
の
極
ま
っ
た
狀
況
で
さ
え
も
悲
慘
な
内
容
の
贊
の
辭
と
は

な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
九
贊
は
一
ま
と
ま
り
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
初

一
の
「
思
」
の
貞
否
貞
、
正
不
正
が
そ
の
後
の
全
て
の
贊
の
命
運
を
決
定
す
る

構
造
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
構
造
は
他
の
八
十
首
七
百
二
十
贊
に
も

該
當
す
る
。
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（
２
）
中
首
以
外
の
初
一
・
次
二
・
次
三
│
「
思
」
に
配
當
さ
れ
た
贊

　

さ
て
、
初
一
・
次
二
・
次
三
の
贊
は
、
揚
雄
が
思
・
福
・
禍
の
う
ち
「
思
」

に
配
當
さ
せ
た
贊
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
中
首
以
外
の
贊
を
擧
げ
、「
思
」
の

下
・
中
・
上
の
構
造
が
中
首
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

　

ま
ず
、
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
「
思
」
の
下
で
あ
り
、「
思
心
」（「
玄
圖
」）、

「
生
神
莫
先
乎
一
」（「
玄
圖
」）、「
未
形
乎
外
」（「
玄
文
」）
を
表
現
す
る
初
一

の
贊
で
あ
る
。

○
初
一
、
力
を
盡
く
し
て
心
で
考
慮
す
る
、
貞
し
く
な
い
。
測
に
い
う
、

力
を
盡
く
し
て
心
で
考
慮
し
て
も
貞
し
く
な
い
の
は
、
中
が
不
正
で
あ
る

た
め
で
あ
る
。（
初
一
、
勤
謀
于
心
、
否
貞
。
測
曰
、
勤
謀
否
貞
、
中
不

正
也
。）（
勤
首
）

○
初
一
、
中
を
彊つ
よ

く
し
て
も
貞
し
く
な
い
、
使
え
る
場
所
が
な
い
。
測
に

い
う
、
中
を
彊
く
し
て
も
貞
し
く
な
け
れ
ば
、
共
に
謀
る
こ
と
は
で
き
な

い
。（
初
一
、
彊
中
否
貞
、
無
攸
用
。
測
曰
、
彊
中
否
貞
、
不
可
與
謀
也
。）

（
彊
首
）

　

こ
こ
で
、
勤
首
で
は
「
中
不
正
」、
彊
首
で
は
「
中
否
貞
」
と
い
う
よ
う
に

「
中
」
つ
ま
り
中
心
が
正
し
い
か
不
正
で
あ
る
か
、
貞
し
い
か
否
か
が
問
題
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
初
一
の
段
階
で
の
「
思
」
の
正
不
正
は
、
先
に
中
首
の
九

贊
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
單
に
初
一
の
贊
で
の
み
話
が
完
結
す
る
わ
け
で
は
な

く
、
そ
の
首
の
全
て
の
贊
の
内
容
に
影
響
す
る
。
例
え
ば
、
初
一
の
段
階
で

「
思
」
が
不
正
で
あ
っ
た
場
合
は
、
特
に
九
贊
の
う
ち
の
最
後
の
贊
で
あ
り
、

「
禍
」
の
上
で
あ
る
上
九
の
贊
の
辭
が
不
吉
な
内
容
と
な
る
。
そ
の
反
對
に
、

初
一
の
「
思
」
が
貞
や
正
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
上
九
で
禍
に
遭
遇
し
た
場
合
で

も
悲
慘
な
結
末
を
囘
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　

先
に
確
認
し
た
中
首
は
初
一
の
「
思
」
が
貞
し
い
場
合
で
あ
っ
た
の
で
、
今

度
は
そ
の
反
對
に
初
一
の
中
心
が
貞
し
く
な
い
彊
首
を
例
と
し
て
擧
げ
る
。
初

一
が
正
し
く
な
か
っ
た
場
合
、「
玄
文
」
で
は
初
一
、
次
三
、
次
五
、
次
七
、

上
九
と
い
う
奇
數
の
贊
は
小
人
に
配
當
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
贊
の
辭
は
惡
い
内
容

と
な
り
、
次
二
、
次
四
、
次
六
、
次
八
と
い
う
偶
數
の
贊
は
君
子
に
配
當
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
贊
の
辭
は
良
い
内
容
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
彊
首
の
次
五
の
贊
を
見

る
と
、
次
五
は
本
來
「
福
」
の
中
（「
玄
數
」）
で
あ
り
、
九
贊
の
中
で
最
も
榮

え
て
盛
ん
な
位
で
あ
る
。
し
か
し
、
初
一
の
「
思
」
が
貞
し
く
な
か
っ
た
た
め

に
、「
次
五
、
君
子
は
德
に
よ
っ
て
梁
を
彊つ
よ

め
る
が
、
小
人
は
力
に
よ
っ
て
梁

を
彊
め
る
。
測
に
い
う
、
小
人
が
梁
を
彊
め
る
、
地
位
を
得
れ
ば
過
ち
が
多
く

な
る
」（
次
五
、
君
子
彊
梁
以
德
、
小
人
彊
梁
以
力
。
測
曰
、
小
人
彊
梁
、
得

位
益
尤
也
）
と
、
不
吉
な
贊
の
辭
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
初
一
の
「
中
」

と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
た
「
思
」
が
不
正
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
こ
こ

か
ら
福
を
享
け
禍
を
囘
避
す
る
方
法
と
し
て
、「
思
」
の
最
初
を
正
し
く
す
る

こ
と
を
勸
め
る
揚
雄
の
意
圖
が
看
取
で
き
る
。

　

次
に
「
思
」
の
中
に
配
當
さ
れ
、
反
復
（「
玄
圖
」）
を
表
現
す
る
次
二
の
贊

で
あ
る
。

○
次
二
、
そ
の
内
（
腹
）
を
正
し
、
そ
の
外
（
背
）
を
引
く
、
貞
し
く
な

る
。
測
に
い
う
、
そ
の
内
（
腹
）
を
正
し
く
す
れ
ば
、
中
心
は
定
ま
る
。（
次

二
、
正
其
腹
、
引
其
背
、
酋
貞
。
測
曰
、
正
其
腹
、
中
心
定
也
。）（
戾
首
）
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○
次
二
、
默
っ
て
邪
を
養
う
、
初
め
に
不
正
を
含
む
。
測
に
い
う
、
默
っ

て
邪
を
養
う
、
中
心
は
敗
れ
る
。（
次
二
、
墨
養
邪
、
元
函
匪
貞
。
測
曰
、

墨
養
邪
、
中
心
敗
也
。）（
養
首
）

　

こ
こ
で
は
、
次
二
の
贊
が
「
思
」
の
中
の
位
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
中
心
と

い
う
言
葉
に
よ
っ
て
「
思
」
の
中
の
狀
態
を
表
現
し
て
い
る
。
戾
首
で
は
「
腹

を
正
す
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
腹
と
は
内
心
で
あ
り
、
中
心
と
同
義
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
心
を
正
し
く
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
の
「
酋
」
は
中
首
の
次
七
の
よ
う
に
成
就
の
意
味
で
解

釋
し
た
。
ま
た
、
養
首
の
「
墨
」
は
、『
太
玄
集
注
』
で
呉
祕
が
「
墨
與
默
同
」

と
注
釋
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
沉
默
の
意
味
で
解
釋
し
、「
元
函
」
は
范
望

の
「
元
、
始
也
。
函
、
容
也
」
と
い
う
注
に
依
據
し
て
解
釋
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
不
正
な
気
持
ち
を
懷
く
こ
と
が
、
中
心
を
損
な
う
原
因
で
あ
る
と
讀
み

取
れ
る
。

　

最
後
に
「
思
」
の
上
、
思
慮
が
行
爲
へ
と
移
っ
た
成
意
（「
玄
圖
」）
を
表
現

す
る
次
三
の
贊
で
あ
る
。

○
次
三
、
困
窮
し
て
思
慮
を
盡
く
せ
ば
到
達
す
る
。
測
に
い
う
、
困
窮
し

て
思
慮
を
盡
く
せ
ば
到
達
す
る
、
師
匠
は
心
に
い
る
。（
次
三
、
窮
思
達
。

測
曰
、
窮
思
達
、
師
在
心
也
。）（
窮
首
）

○
次
三
、
制
し
止
め
な
け
れ
ば
、
そ
の
心
は
腐
っ
て
敗
れ
る
。
測
に
い
う
、

制
し
止
め
な
け
れ
ば
、
そ
の
體
は
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。（
次
三
、

不
拘
不
掣
、
其
心
腐
且
敗
。
測
曰
、
不
拘
不
掣
、
其
體
不
全
也
。）（
務
首
）

　

こ
れ
ら
の
贊
で
は
、
思
、
心
と
い
う
言
葉
で
「
思
」
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
「
思
」
が
定
ま
っ
た
結
果
ど
の
よ
う
な
狀
態
と
な
っ
た
か
が
描
寫
さ
れ
て

い
る
。
窮
首
で
は
思
慮
し
盡
く
し
た
結
果
、
師
匠
が
心
に
存
在
す
る
よ
う
に
安

定
し
た
狀
態
と
な
っ
た
こ
と
が
讀
み
取
れ
、
務
首
で
は
「
思
」
の
上
と
い
う

「
思
」
の
最
終
的
な
段
階
で
心
を
制
御
で
き
な
か
っ
た
結
果
、
心
が
腐
り
損
わ

れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
體
も
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
描
か
れ
て
い

る
。
こ
の
次
三
の
贊
で
は
、
初
一
で
「
思
」
の
正
不
正
が
分
か
れ
、
次
二
で
中

心
の
「
思
」
の
狀
態
が
定
ま
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
達
す
る
、
腐
る
、
敗
れ

る
と
い
う
動
詞
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
思
」
が
行
爲
へ
と
移
っ
た
結
果

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
中
首
以
外
の
贊
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
揚
雄
は
心
の
働
き
で
あ

る
「
思
」
に
初
一
（「
思
」
の
下
）、
次
二
（「
思
」
の
中
）、
次
三
（「
思
」
の
上
）

と
段
階
を
設
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
初
一
の
段
階
で
は
特
に
「
思
」
の
正
で
あ

る
か
否
か
、
貞
で
あ
る
か
否
か
を
問
題
と
し
、
次
二
の
段
階
で
は
「
思
」
の
中
、

中
な
る
心
が
定
ま
る
か
敗
れ
る
か
等
、「
思
」
の
狀
態
を
問
題
と
す
る
。
そ
し
て
、

次
三
の
段
階
は
成
意
で
あ
り
、「
思
」
が
定
ま
っ
た
結
果
ど
の
よ
う
な
狀
態
に

結
び
つ
く
か
を
描
述
す
る
。
特
に
初
一
の
段
階
で
の
「
思
」
の
正
、
不
正
が
、

次
四
、
次
五
、
次
六
の
福
の
狀
況
や
、
次
七
、
次
八
、
上
九
の
禍
の
狀
況
に
遭

遇
し
た
場
合
の
吉
凶
休
咎
を
決
定
す
る
。
先
に
中
首
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
初

一
で
「
思
」
が
正
し
か
っ
た
場
合
は
福
を
享
受
で
き
、
災
禍
の
狀
況
も
好
轉
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
反
對
に
、
初
一
で
「
思
」
が
不
正
で
あ
っ
た
な
ら
ば
福

を
受
け
て
も
災
い
が
生
じ
、
酷
い
禍
を
被
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、「
思
」
に
注
目
し
た
の
は
、「
思
」
を
貞
正
に
し
、
言
動
と
し
て
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の
視
聽
言
貌
を
正
し
く
す
る
た
め
で
あ
る
。つ
ま
り
、「
思
」
の
正
不
正
は
、「
遇

不
遇
、
命
也
」（「
反
離
騷
」）
と
い
う
よ
う
に
自
身
で
は
選
擇
不
可
能
な
狀
況

で
の
幸
不
幸
を
左
右
す
る
こ
と
を
示
し
、
禍
に
直
面
し
た
場
合
で
も
最
善
の
道

を
選
べ
る
よ
う
に
、「
思
」
の
最
初
を
正
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
思
路
を
導
く

も
の
で
あ
る
（
（（
（

。

三
、「
思
」
と
「
學
」

　

さ
て
、
上
述
の
と
お
り
『
太
玄
』
で
は
「
思
」
が
要
諦
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

な
ぜ
揚
雄
は
「
思
」
を
重
ん
じ
て
い
た
の
か
。
そ
れ
は
「
學
」
の
捉
え
方
と
關

係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
法
言
』
で
「
思
」
と
「
學
」

が
密
接
に
關
係
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
（（
（

。「
思
」
と
「
學
」
の
關
係
で
は
「
學

而
不
思
則
罔
、
思
而
不
學
則
殆
」（『
論
語
』
爲
政
）
が
よ
く
擧
げ
ら
れ
る
。
こ

の
一
文
に
對
し
て
栗
田
直
躬
氏
は
、「
學
」
が
「
思
」
に
對
し
て
、
行
爲
的
な

意
味
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
筆
者
も
首
肯
す
る
（
（（
（

。
な
か
で
も
揚
雄
の

「
學
」
に
關
し
て
、
御
手
洗
勝
氏
は
、「
大
人
之
學
也
爲
道
。
小
人
之
學
也
爲
利
」

（『
法
言
』
學
行
）
に
基
づ
い
て
、
學
問
に
よ
る
道
德
的
な
人
閒
の
完
成
を
說
く

と
指
摘
し
て
お
り
筆
者
も
同
意
す
る
（
（（
（

。
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
あ
る
が
、
こ
の

「
學
」
と
「
思
」
の
繫
が
り
に
つ
い
て
は
檢
討
の
餘
地
が
十
分
殘
さ
れ
て
い
る
。

本
章
で
は
、
こ
の
關
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
君
子
、
圣
人
、
修
性
說
に

着
目
し
考
察
す
る
。

（
１
）
君
子

　

揚
雄
に
お
い
て
君
子
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、「
學
」
と
ど
の
よ
う

に
關
係
し
て
い
る
の
か
。「
學
」
の
目
的
と
し
て
は
「
學
問
と
は
君
子
に
な
ろ

う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
」（
學
者
所
以
求
爲
君
子
也
）（『
法
言
』
學
行
）
と
い

う
よ
う
に
、
學
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
有
德
の
君
子
と
な
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
（
（（
（

。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
君
子
と
な
ろ
う
と
し
た
の
か
。
そ

れ
は
、
こ
の
條
の
續
き
に
「
顏
囘
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
顏
囘
を
慕
う
人
は
、

顏
囘
の
仲
閒
で
あ
る
。
…
…
昔
顏
囘
は
常
に
孔
子
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
孔
子

を
慕
っ
た
」（
睎
顏
之
人
、
亦
顏
之
徒
也
。
…
…
曰
、
昔
顏
常
睎
夫
子
矣
）（『
法

言
』
學
行
）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
慕
う
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
徒
（
同

類
）
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
考
し
て
い
る
。
こ
の
「
睎
」（
慕
う
こ
と
）

も
「
思
」
の
一
種
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
同
類
に
な
る
方
法
と
し
て
は
、

「
君
子
は
善
に
遷
る
こ
と
を
貴
ぶ
。
善
に
遷
る
者
は
圣
人
の
仲
閒
で
あ
る
」（
君

子
貴
遷
善
。
遷
善
也
者
圣
人
之
徒
歟
）（『
法
言
』
學
行
）
と
い
う
よ
う
に
、
善

い
こ
と
を
行
う
こ
と
に
努
め
れ
ば
圣
人
そ
の
も
の
に
は
な
れ
な
く
と
も
、
圣
人

の
仲
閒
に
な
り
う
る
こ
と
が
ほ
の
め
か
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
揚
雄
が
目
指
し
た
君
子
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
（
（（
（

。
揚
雄
の

君
子
觀
に
つ
い
て
は
、「
圣
人
の
道
に
専
心
す
る
者
は
君
子
で
あ
る
」（
好
盡
其

心
於
圣
人
之
道
者
君
子
也
）（『
法
言
』
寡
見
）
と
い
う
よ
う
に
、
君
子
と
は
圣

人
と
な
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
る
人
物
を
指
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
君
子
、

圣
人
に
明
白
に
段
階
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
圣
人
と
君
子
の
差

等
は
、
孔
子
と
顏
囘
の
差
異
と
し
て
も
表
れ
て
い
る
。
顏
囘
に
つ
い
て
は
、「
顏
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子
の
樂
し
み
は
内
的
な
も
の
で
あ
る
。
高
官
の
着
る
美
し
く
高
價
な
衣
服
の
樂

し
み
は
外
的
な
も
の
で
あ
る
」（
顏
氏
子
之
樂
也
内
。
紆
朱
懷
金
之
樂
也
外
）

（『
法
言
』
學
行
）
と
い
う
よ
う
に
、
德
を
評
價
し
て
い
る
。
一
方
で
、「
昔
仲

尼
は
文
王
を
傾
慕
し
文
王
の
境
地
に
到
達
し
た
。
顏
淵
も
仲
尼
を
傾
慕
し
た
が
、

ほ
ん
の
少
し
孔
子
の
境
地
に
は
到
達
し
な
か
っ
た
」（
曰
昔
仲
尼
潛
心
於
文
王

矣
達
之
。
顏
淵
亦
潛
心
於
仲
尼
矣
、
未
達
一
閒
耳
）（『
法
言
』
問
神
）
と
、
孔

子
と
の
差
異
を
明
示
す
る
（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
明
確
に
段
階
を
設
け
る
思
考
は
、
衆

人
を
冨
貴
を
求
め
て
生
き
る
者
達
、
賢
人
を
道
義
を
重
ん
じ
る
人
、
圣
人
を
人

智
で
は
測
り
が
た
い
人
（
或
問
、
衆
人
。
曰
冨
貴
生
。
賢
者
。
曰
義
。
圣
人
曰

神
）（『
法
言
』
修
身
）
と
、
差
等
を
つ
け
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
（
（（
（

。
こ
こ

か
ら
、
ま
ず
君
子
を
目
指
し
て
そ
れ
か
ら
圣
人
に
な
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
一
足
飛
び
に
圣
人
に
な
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り

段
階
を
踏
む
こ
と
を
强
調
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
君
子
や

賢
人
と
い
う
段
階
に
至
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
圣
人
に
至
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

と
い
う
思
路
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
差
は
ど
う
す
れ
ば
約
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
「
思
」
と
深
く
關
係
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
２
）
聖
人

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
揚
雄
が
圣
人
を
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
と
規
定
し
て
い

る
の
か
を
確
認
す
る
。
揚
雄
は
、
神
妙
な
人
心
を
常
に
御
す
る
こ
と
が
で
き
る

人
物
を
圣
人
だ
と
し
て
い
る
。（
人
心
其
神
矣
。
操
則
存
、
舍
則
亡
。
能
常
操

而
存
者
其
惟
圣
人
乎
。）（『
法
言
』
問
神
（
（（
（

）
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
圣
人
の
條

件
に
當
て
は
ま
る
人
物
の
一
人
と
し
て
「
仲
尼
は
圣
人
で
あ
る
」（
仲
尼
圣
人

也
）（『
法
言
』
問
明
）
と
孔
子
を
擧
げ
る
。
こ
れ
ら
の
條
か
ら
、
圣
人
と
は
孔

子
一
人
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
圣
人
と
し
て
の
一
定
の
條
件
を
滿
た

し
た
存
在
を
圣
人
だ
と
承
認
す
る
揚
雄
の
考
え
が
看
取
で
き
る
。
そ
の
た
め
、

圣
人
の
條
件
に
達
す
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
學
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
心
を
圣
人
の
道

に
盡
く
す
君
子
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
思
路
が
生
じ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
一
般
人
が
君
子
（
賢
人
）
の
段
階
を
經
て
圣
人
に
至
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
と
讀
み
取
れ
る
條
が
あ
る
。
こ
の
揚
雄
の
圣
人
可
學
に
も
似
た
思
想
に

つ
い
て
は
、
池
田
秀
三
氏
は
賢
人
は
圣
人
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
、

辺
士
名
朝
邦
氏
や
齋
木
哲
郎
氏
は
性
說
と
絡
め
て
指
摘
し
、
筆
者
も
首
肯
す
る
（
（（
（

。

そ
の
圣
人
を
目
標
と
す
る
こ
と
と
性
說
の
關
係
か
ら
筆
者
は
一
歩
踏
み
込
み
、

そ
の
思
路
が
「
思
」
の
思
想
と
ど
の
よ
う
に
關
係
し
て
い
る
の
か
を
檢
討
す
る
。

圣
人
可
學
と
も
見
え
る
條
と
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
あ
る
人
が
「
道
を
示
す

こ
と
は
、
仲
尼
に
ま
で
思
い
が
至
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
圣
人
の
敎
を
傳
え

る
こ
と
は
、
顏
囘
ま
で
努
力
し
至
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」（
或
曰
、
立
道
、

仲
尼
不
可
爲
思
矣
。
術
業
、
顏
淵
不
可
爲
力
矣
）（『
法
言
』
學
行
）
と
述
べ
た

こ
と
に
對
し
て
、
揚
雄
は
「
ま
だ
本
當
に
求
め
て
い
な
い
か
ら
だ
（『
論
語
』

子
罕
）。（
本
當
に
求
め
た
な
ら
ば
）
い
っ
た
い
誰
が
そ
れ
を
妨
げ
る
こ
と
が
で

き
よ
う
か
」（
曰
、
未
之
思
也
、
孰
禦
焉
。）（『
法
言
』
學
行
）
と
答
え
る
（
（（
（

。
こ

こ
か
ら
は
、
純
粹
に
心
の
奧
底
か
ら
思
い
求
め
た
な
ら
ば
、
仲
尼
や
顏
囘
の
境

地
に
到
達
で
き
る
と
い
う
思
路
が
看
取
で
き
る
。
揚
雄
は
次
に
見
る
よ
う
に
性

を
修
め
る
說
を
唱
え
、「
變
」
を
主
張
す
る
の
で
、
全
て
の
人
が
圣
人
と
な
れ
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る
と
ま
で
思
考
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
先
に
擧
げ
た

「
善
に
遷
る
君
子
は
圣
人
の
仲
閒
で
あ
る
」（『
法
言
』
學
行
）
と
い
う
思
考
か

ら
推
し
測
り
、「
思
」
に
よ
っ
て
君
子
、
賢
人
の
段
階
を
經
て
圣
人
に
至
る
こ

と
の
で
き
る
可
能
性
を
示
唆
し
、
少
な
く
と
も
目
指
す
對
象
と
し
て
圣
人
を
掲

げ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
修
性
說

　

こ
こ
で
は
揚
雄
の
修
性
說
と
「
學
」
の
方
法
と
し
て
の
「
思
」
に
焦
點
を
當

て
て
考
察
す
る
。
性
を
修
め
る
こ
と
は
、
君
子
延
い
て
は
圣
人
を
目
指
す
こ
と

と
ど
の
よ
う
に
關
係
し
て
い
る
の
か
。
周
知
の
通
り
揚
雄
は
性
善
惡
混
說
を
打

ち
出
し
た
。
性
說
に
つ
い
て
栗
田
直
躬
氏
は
「
何
を
「
性
」
と
す
る
か
の
正
否

に
つ
い
て
は
討
議
し
得
る
で
あ
ろ
う
が
、「
性
」
が
善
か
惡
か
を
論
議
し
あ
ふ

こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
筆
者
も
こ
れ
に
同
意
す
る
（
（（
（

。
そ

れ
で
は
、
揚
雄
の
「
學
」
と
「
思
」
と
修
性
說
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

次
の
一
條
が
最
も
要
を
得
て
い
る
。「
學
ぶ
と
は
性
を
修
め
る
方
法
で
あ
る
。

視
力
・
聽
力
・
言
葉
・
容
貌
・
思
考
力
は
、
性
に
備
わ
っ
て
い
る
。
學
べ
ば
正

し
く
な
り
、
學
ば
な
け
れ
ば
邪
と
な
る
。」（
學
者
所
以
修
性
也
。
視
聽
言
貌
思
、

性
所
有
也
。
學
則
正
、
否
則
邪
。）（『
法
言
』
學
行
篇
）
こ
こ
で
は
、
學
問
と

は
性
を
修
め
る
方
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
揚
雄
は
視
聽
言

貌
思
と
い
う
働
き
を
後
天
的
に
操
作
可
能
な
對
象
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
性
と

見
な
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
性
を
修
養
の
對
象
と
す
る
こ
と
は
揚
雄

の
特
徵
で
あ
る
。
張
岱
年
氏
も
「
學
と
は
性
の
改
善
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
揚
雄
は
性
の
善
惡
の
多
少
は
變
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
考

し
て
い
る
（
（（
（

。
そ
の
た
め
、
後
天
的
に
不
可
變
で
あ
る
性
と
は
異
な
り
、
性
を
修

め
る
こ
と
は
心
思
を
修
め
る
こ
と
と
通
底
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
修

性
の
思
想
は
、「
身
を
修
め
る
こ
と
を
弓
と
し
、「
思
」
を
正
し
く
す
る
こ
と
を

矢
と
し
、
道
義
を
立
て
る
こ
と
を
的
と
す
る
。
姿
勢
を
定
め
た
後
に
射
る
。
射

れ
ば
必
ず
命
中
す
る
」（
修
身
以
爲
弓
、
矯
思
以
爲
矢
、
立
義
以
爲
的
。
奠
而

後
發
。
發
必
中
矣
）（『
法
言
』
修
身
）
と
い
う
一
文
に
も
顯
著
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
弓
術
の
姿
勢
を
定
め
る
比
喩
に
よ
っ
て
、「
思
」
を
正
し
く
し
た
狀
態

を
保
つ
こ
と
を
强
調
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
條
の
續
き
に
は
、

「
人
の
性
に
は
善
と
惡
が
混
在
し
て
い
る
。
そ
の
善
を
身
に
つ
け
て
い
け
ば
善

人
と
な
り
、
そ
の
惡
を
身
に
つ
け
て
い
け
ば
惡
人
と
な
る
」（
人
之
性
也
善
惡
混
。

修
其
善
則
爲
善
人
、
修
其
惡
則
爲
惡
人
）（『
法
言
』
修
身
）
と
、
性
の
善
惡
の

可
變
で
あ
る
こ
と
を
說
く
。
こ
の
修
性
の
思
想
に
つ
い
て
は
歷
代
贊
否
两
論
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
に
後
天
的
に
變
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
善
惡
を
揚
雄
は
性

と
捉
え
て
い
た
（
（（
（

。

　

こ
こ
で
本
章
を
ま
と
め
る
と
、「
學
」
の
目
的
は
君
子
と
な
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
君
子
と
は
圣
人
の
道
を
心
底
か
ら
希
求
す
る
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、

「
學
」
の
方
法
と
し
て
「
思
」、「
睎
」
と
い
う
方
法
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

修
性
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
た
。
つ
ま
り
、
性
の
統
制
下
に
あ
る
視
聽
言
貌
思

の
な
か
で
も
、
特
に
「
思
」
を
正
し
く
す
る
こ
と
が
、
性
を
修
め
る
こ
と
と
直

結
し
て
い
る
。
揚
雄
は
修
性
說
に
顯
著
な
よ
う
に
性
（
性
の
善
惡
）
を
可
變
的

な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
圣
人
、
君
子
（
賢
人
）、
衆
人
に
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は
明
確
な
差
等
が
あ
る
が
、
圣
人
へ
の
到
達
可
能
性
を
示
唆
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
圣
人
を
目
指
す
對
象
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

結
　
び

　

以
上
、
本
稿
で
は
揚
雄
『
太
玄
』
に
お
け
る
「
思
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
、

な
ぜ
「
思
」
を
重
視
し
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。『
太
玄
』
に
お
け
る
「
思
」

と
は
、
禍
福
や
遇
不
遇
と
い
う
、
自
身
が
選
擇
で
き
な
い
境
遇
の
吉
不
吉
を
左

右
す
る
要
因
で
あ
り
、
唯
一
自
身
が
統
御
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、『
太
玄
』
の
構
造
と
し
て
初
一
・
次
二
・
次
三
を
「
思
」
と
し
、

そ
の
後
に
「
福
」
と
「
禍
」
と
い
う
表
裏
一
體
の
狀
況
を
設
置
し
て
い
る
。
そ

れ
は
つ
ま
り
、「
思
」
の
如
何
に
よ
っ
て
「
福
」
に
潛
む
危
險
を
囘
避
し
、「
禍
」

に
潛
む
好
機
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
「
思
」

を
正
し
く
す
る
た
め
に
、
初
一
の
思
下
は
思
慮
の
始
め
で
あ
り
「
未
形
乎
外
」、

次
二
の
思
中
は
思
慮
の
中
で
あ
り
「
將
形
乎
外
」、
次
三
の
思
上
は
思
慮
が
決

定
し
行
爲
に
移
行
さ
れ
た
狀
況
で
あ
り
「
著
」
と
い
う
、
自
身
の
思
慮
を
省
察

す
る
三
つ
の
階
梯
を
設
け
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
思
」
の
省
察
は
、
圣
人
の
道
に
專
心
す
る
君
子
と
な
る
こ

と
を
求
め
る
「
學
」
の
觀
念
と
通
じ
て
お
り
、
性
を
修
め
る
こ
と
と
同
義
で
あ

る
。
揚
雄
の
修
性
說
は
修
養
に
よ
っ
て
後
天
的
に
性
の
善
惡
を
變
化
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
思
考
で
あ
る
。
性
を
善
惡
混
と
い
う
が
、
こ
れ
は
視
聽
言

貌
思
を
制
御
す
る
こ
と
に
よ
り
、
惡
を
善
に
變
化
さ
せ
、
性
を
善
で
滿
た
し
て

い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
說
で
あ
る
。
こ
の
揚
雄
に
お
け
る
修
性
と
は
、

特
に
は
「
思
」
を
正
し
く
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
自
己
の
「
思
」
を
注
視
し
、

そ
の
正
と
不
正
を
嚴
密
に
區
別
し
、
正
し
さ
を
選
擇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
君
子

と
な
り
、
次
第
に
圣
人
の
境
地
に
近
づ
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
思
路

で
あ
る
。
揚
雄
は
圣
人
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
斷
言
し
て
い
な
い
。
た
だ
、

衆
人
か
ら
君
子
や
賢
人
の
段
階
を
經
て
、
圣
人
に
及
ん
で
い
く
こ
と
も
で
き
る

と
い
う
可
能
性
を
示
唆
し
、
圣
人
を
志
向
の
對
象
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

『
太
玄
』
で
の
「
思
」
へ
の
注
視
は
、
單
に
『
太
玄
』
の
範
疇
に
止
ま
る
も
の

で
は
な
く
、
揚
雄
の
性
善
惡
混
說
に
基
い
た
修
養
論
で
あ
る
と
も
見
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
『
太
玄
』
の
「
思
」
に
注
目
し
、
宋
代
の
心
性
論

の
な
か
で
さ
ら
な
る
展
開
を
さ
せ
た
の
が
司
馬
光
『
太
玄
集
注
』
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
移
す
こ
と
と
す
る
。

注

（
1
）　
『
漢
書
』
揚
雄
傳
。
①
「
博
覽
無
所
不
見
。」
②
「
以
爲
經
莫
大
於
易
、
故
作
太
玄
。

傳
莫
大
於
論
語
、
作
法
言
。」
③
「
桓
譚
以
爲
絶
倫
。」
④
「
諸
儒
或
譏
以
爲
雄
非
圣
人

而
作
經
。」
⑤
「
劉
歆
亦
嘗
觀
之
、
謂
雄
曰
、
空
自
苦
。
今
學
者
有
祿
利
、
然
尚
不
能

明
易
、
又
如
玄
何
。
吾
恐
後
人
用
覆
醬
瓿
也
。」
ま
た
、
揚
雄
の
姓
を
「
揚
」
と
す
る

か
「
楊
」
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
徐
復
觀
『
两
漢
思
想
史
』
二
（
華
東
師
範
大
學
出
版

社
、二
〇
〇
一
）、王
靑
『
揚
雄
評
傳
』（
南
京
大
學
出
版
社
、二
〇
〇
〇
）。筆
者
は
「
揚
」

と
し
、
引
用
文
が
「
楊
」
で
あ
る
場
合
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
ま
た
、『
太
玄
』
は
劉

韶
軍
點
校
『
太
玄
集
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
八
）
を
用
い
、
鄭
萬
耕
『
太
玄
校
釋
』

（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
）
も
適
宜
參
照
し
た
。『
法
言
』
は
、『
新
纂
門
目
五
臣
音
注

揚
子
法
言
』（
唐
の
李
軌
、
柳
宗
元
、
宋
の
宋
咸
、
呉
祕
、
司
馬
光
注
）
の
宋
版
で
あ
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る
『
宋
版
揚
子
法
言
』（
巴
蜀
書
社
、
一
九
八
八
）
を
用
い
、
以
下
『
揚
子
法
言
』
と

畧
記
す
る
。
ま
た
、
揚
雄
傳
に
つ
い
て
は
嘉
瀨
達
男
「『
漢
書
』
揚
雄
傳
所
收
「
揚
雄

自
序
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
學
林
』
二
八
・
二
九
、
一
九
九
八
）。

（
2
）　
『
太
玄
』
と
『
易
』
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
由
次
郎
『
太
玄
易
の
硏
究
』（
明
德

出
版
社
、
一
九
六
四
）、
韓
敬
「『
太
玄
』
對
『
周
易
』
的
繼
承
與
發
展
」（
唐
明
邦
他

編
『
周
易
縱
橫
錄
』
湖
北
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
所
收
）。

（
3
）　
「
下
、
思
也
。
中
、
福
也
。
上
、
禍
也
。
思
福
禍
各
有
下
中
上
、
以
晝
夜
別
其
休
咎
焉
。」

（「
玄
數
」）。

（
4
）　

そ
の
他
、
林
希
逸
『
竹
溪
鬳
齋
十
一
藁
續
集
』
卷
二
五
・
二
六
、
黃
宗
羲
「
易
學
象

數
論
」、
焦
袁
熹
『
太
玄
解
』、
兪
樾
『
諸
子
平
議
』「
楊
子
太
元
」、
劉
斯
組
『
太
玄
別

訓
』
が
あ
る
。
ま
た
、
王
莽
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
狩
野
直
喜
「
楊
雄
と
法
言
」（『
支

那
學
』
三
─
六
、
一
九
二
三
）、
岡
村
繁
「
揚
雄
の
文
學
・
儒
學
と
そ
の
立
場
」（『
中

國
文
學
論
集
』
四
、
一
九
七
四
）、
町
田
三
郎
『
秦
漢
思
想
史
の
硏
究
』（
創
文
社
、
一

九
八
五
）、
田
中
麻
紗
巳
『
两
漢
思
想
の
硏
究
』（
硏
文
出
版
、
一
九
八
六
）、
渡
邉
義

浩
『「
古
典
中
國
」
に
お
け
る
文
學
と
儒
敎
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
）。

（
5
）　

思
想
全
般
に
つ
い
て
は
、
津
田
左
右
吉
『
津
田
左
右
吉
全
集
第
十
六
卷
』（
岩
波
書
店
、

一
九
六
五
）
一
六
七
～
一
七
一
頁
は
、『
太
玄
』
に
洪
範
や
五
行
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
湯
用
彤
『
魏
晉
玄
學
論
稿
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
）

一
二
六
頁
は
、『
太
玄
』
を
「
新
學
」（
玄
學
）
の
生
成
の
主
要
な
原
因
と
し
て
擧
げ
る
。

ま
た
、
儒
家
と
道
家
に
注
目
し
た
も
の
と
し
て
は
、
劉
韶
軍
『
楊
雄
與
『
太
玄
』
硏
究
』

（
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一
）
三
一
九
頁
は
、
儒
學
を
主
と
し
、
道
家
を
輔
と
す
る
と

指
摘
し
、
御
手
洗
勝
「
楊
雄
と
太
玄
─
作
者
の
傳
統
─
」（『
支
那
學
硏
究
』
一
八
、
一

九
五
七
）
は
、『
太
玄
』
が
『
易
』
と
五
行
を
止
揚
し
た
と
指
摘
す
る
。
淸
宮
剛
「
揚

雄
と
道
家
思
想
」（『
櫻
美
林
大
學
中
國
文
學
論
叢
』
七
、
一
九
七
九
）。
ま
た
、「
玄
」

の
思
想
に
つ
い
て
は
、
本
田
濟
『
易
學
』（
平
樂
寺
書
店
、
一
九
六
〇
）、
高
木
友
之
助

「
揚
雄
」（『
中
國
の
思
想
家
』
上
、
勁
草
書
房
、
一
九
六
三
）、
韓
敬
「『
太
玄
』
與
『
周

易
』
之
比
較
硏
究
」（『
思
想
戰
線
』
五
、
一
九
八
七
）、
谷
口
洋
「
揚
雄
の
「
解
嘲
」

を
め
ぐ
っ
て
─
「
設
論
」
の
文
學
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
成
熟
と
變
質
」（『
中
國
文
學
報
』

四
五
、
一
九
九
二
）、
周
立
升
「『
太
玄
』
對
易
老
的
會
通
與
重
構
」（『
孔
子
硏
究
』、

二
〇
〇
一
）、
葉
福
翔
『
易
玄
虛
硏
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
）、
鄭
萬
耕
『
揚

雄
及
其
太
玄
』（
北
京
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
九
）
八
五
頁
。
ま
た
、
數
理
に
つ

い
て
は
、
堀
池
信
夫
『
漢
魏
思
想
史
硏
究
』
明
治
書
院
、
一
九
八
八
）
一
七
〇
頁
は
、

三
進
法
の
數
理
に
よ
っ
て
律
曆
思
想
と
象
數
易
を
折
衷
統
一
し
た
と
指
摘
し
、
辛
賢

「『
太
玄
』
の
「
首
」
と
「
贊
」
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
五
二
、
二
〇
〇
〇
。

後
『
漢
易
術
數
論
硏
究
─
馬
王
堆
か
ら
『
太
玄
』
ま
で
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
所
收
）

は
司
馬
光
が
「
首
」
と
「
贊
」
を
別
構
造
と
見
な
し
た
こ
と
に
對
し
て
、「
一
貫
し
た

統
一
的
な
數
理
・
方
式
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、

易
學
で
は
、
鈴
木
氏
前
掲
書
（
注（
2
）所
引
）
は
、『
太
玄
』
が
律
曆
、
天
文
學
、
陰

陽
五
行
の
說
を
吸
收
し
、
新
し
い
占
筮
法
を
組
織
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
黃

開
國
「
析
『
太
玄
』
構
架
形
式
」（『
孔
子
硏
究
』
四
、
一
九
八
九
）、
問
永
寧
「「
讀
玄

釋
中
」
試
論
『
太
玄
』
所
本
的
宇
宙
說
」（『
周
易
硏
究
』
三
、
二
〇
〇
一
）。
ま
た
、

科
學
史
か
ら
、
川
原
秀
城
「『
太
玄
』
の
構
造
的
把
握
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
三
〇
、

一
九
七
八
。
後
『
中
國
の
科
學
思
想
』
創
文
社
、
一
九
九
六
所
收
）
は
、
太
玄
曆
の
體

系
を
明
ら
か
に
し
、
鄭
軍
『
太
極
太
玄
體
系
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
一
九
九
二
）

は
、
三
次
元
構
造
を
指
摘
す
る
。

（
6
）　

土
田
健
次
郎
『
道
學
の
形
成
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
二
）
三
七
頁
。
孫
復
や
石
介
の

揚
雄
評
價
へ
の
言
及
に
つ
い
て
は
、
楠
本
正
繼
『
宋
明
時
代
儒
學
思
想
の
硏
究
』（
廣

池
學
園
出
版
部
、
一
九
六
二
）
二
五
～
二
六
頁
。
ま
た
、
性
說
や
配
享
問
題
に
關
し
て

は
、
川
合
康
三
「
古
文
家
と
揚
雄
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
五
二
、
二
〇
〇
〇
）、
市

來
津
由
彦
『
朱
熹
門
人
集
團
形
成
の
硏
究
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
二
）、
近
藤
一
成
『
宋

代
中
國
科
擧
社
會
の
硏
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
）、
小
島
毅
『
宋
學
の
形
成
と
展

開
』（
創
文
社
、
一
九
九
九
）、
李
祥
俊
『
道
通
于
一
─
北
宋
哲
學
思
潮
硏
究
』（
北
京

師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
六
）。

（
7
）　

徐
氏
前
掲
書
（
注（
1
）所
引
）
三
四
二
頁
。

（
8
）　

劉
氏
前
掲
書
（
注（
5
）所
引
）
三
二
八
頁
。

（
9
）　

鄭
萬
耕
氏
前
掲
書
（
注（
5
）所
引
）
一
二
九
頁
は
、
本
條
を
引
用
し
、
學
ぶ
こ
と
に
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よ
っ
て
人
は
氣
質
を
變
化
さ
せ
道
德
を
完
成
さ
せ
た
君
子
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
指

摘
し
、
筆
者
も
首
肯
す
る
。

（
10
）　

他
に
「
思
心
乎
一
、
反
復
乎
二
、
成
意
乎
三
、
條
暢
乎
四
、
著
明
乎
五
、
極
大
乎
六
、

敗
損
乎
七
、
剝
落
乎
八
、
殄
絶
乎
九
。
生
神
莫
先
乎
一
、
中
和
莫
盛
乎
五
、
倨
劇
莫
困

乎
九
。
夫
一
也
者
、
思
之
微
者
也
。
…
…
三
也
者
、
思
之
崇
者
也
。」（『
太
玄
』
玄
圖
）

（
11
）　

譯
は
下
記
の
書
を
參
照
し
た
。
鈴
木
由
次
郎
『
太
玄
經
』（
明
德
出
版
社
、
一
九
七
二
）、

同
氏
前
掲
書
（
注（
2
）所
引
）、
町
田
氏
前
掲
書
（
注（
4
）所
引
）。
川
原
氏
前
掲
書
（
注

（
5
）所
引
）
は
「
玄
文
」
に
基
づ
い
た
解
釋
で
あ
る
。
ま
た
、
高
亨
・
董
治
安
「『
太

玄
經
』
釋
義
（
選
載
）」（『
山
東
大
學
學
報
』
四
、
一
九
八
九
）。
ま
た
、
鄭
氏
前
掲
書

（
注（
1
）所
引
）
は
、「
玄
文
」、
葉
子
奇
、
劉
斯
組
等
の
注
を
引
用
す
る
。

（
12
）　

張
震
澤
箋
注
『
楊
雄
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
）。

（
13
）　

鈴
木
喜
一
『
法
言
』（
明
德
出
版
社
、
一
九
七
二
）、
田
中
麻
紗
巳
『
法
言
』（
講
談
社
、

一
九
八
八
）。

（
14
）　

栗
田
直
躬
『
中
國
上
代
思
想
の
硏
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
九
）
一
五
三
頁
。

（
15
）　

御
手
洗
勝
「
揚
雄
の
處
世
觀
」（『
宮
崎
大
學
學
藝
學
部
硏
究
時
報
』
一
、
一
九
五
五
）。

（
16
）　
「
學
」
に
關
し
て
は
王
氏
前
掲
書
（
注（
1
）所
引
）
二
一
二
頁
も
特
別
な
重
視
で
あ

る
と
指
摘
し
、
解
麗
霞
『
揚
雄
與
漢
代
經
學
』（
廣
東
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一
）
一

五
九
頁
は
「「
學
」
と
「
敎
」
相
輔
相
成
の
思
路
か
ら
、「
學
習
─
圣
道
─
君
子
」
の
人

と
成
る
道
を
提
出
し
た
」
と
指
摘
し
、
筆
者
も
贊
同
す
る
。

（
17
）　

池
田
秀
三
「『
法
言
』
の
思
想
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
二
九
、
一
九
七
七
）
は
「
視

聽
言
貌
思
の
五
事
の
正
し
き
人
、
卽
ち
行
動
の
禮
に
適
え
る
人
が
君
子
」
で
あ
る
と
指

摘
す
る
。

（
18
）　

道
學
者
の
顏
囘
に
對
す
る
注
目
は
、
土
田
氏
前
掲
書
（
注（
6
）所
引
）
八
四
頁
、
吾

妻
重
二
『
朱
子
學
の
新
硏
究
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
四
）
一
五
〇
～
一
九
七
頁
。

（
19
）　

ま
た
、「
衆
人
則
異
乎
。
賢
人
則
異
衆
人
矣
。
圣
人
則
異
賢
人
矣
。
禮
義
之
作
有
以

矣
夫
。」（『
法
言
』
學
行
）。
池
田
氏
前
掲
論
文
（
注（
17
）所
引
）、
鄭
萬
耕
氏
前
掲
書
（
注

（
5
）所
引
）
一
六
九
頁
、
辺
士
名
朝
邦
「
揚
雄
・
桓
譚
・
王
充
ー
三
者
に
お
け
る
圣
賢

論
と
本
性
論
の
展
開
」（『
西
南
學
院
大
學
國
際
文
化
論
集
』
四
、
一
九
八
九
）
も
圣
人
、

賢
人
、
衆
人
の
區
別
を
指
摘
す
る
。

（
20
）　

圣
人
觀
に
つ
い
て
、
イ
ヨ
ン
ス
ン
氏
は
『
揚
雄　

あ
る
漢
代
知
識
人
の
苦
悶
』（
テ

ハ
ク
サ
、
二
〇
〇
七
）
一
六
三
頁
で
、
揚
雄
は
孔
子
を
道
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一

の
通
路
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
池
田
氏
前
掲
論
文
（
注（
17
）所
引
）

は
、
學
ん
で
至
る
者
と
生
ま
れ
な
が
ら
の
者
の
二
種
類
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、

「
存
心
」
に
つ
い
て
は
學
問
そ
の
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。ま
た
、𢎭
和
順
「
揚
雄
『
法

言
』
に
お
け
る
人
物
評
論
」（『
中
國
古
典
硏
究
』
三
八
、
一
九
九
三
）。

（
21
）　

池
田
氏
前
掲
論
文
（
注（
17
）所
引
）。
ま
た
、
辺
士
名
氏
前
掲
論
文
（
注（
19
）所
引
）

で
は
「
獨
知
」、「
大
知
」
を
指
摘
す
る
。
筆
者
は
「
思
」
と
「
學
」
の
關
係
に
重
點
を

置
い
た
。
ま
た
、
齋
木
哲
郎
『
秦
漢
儒
敎
の
硏
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
）。
他
に

圣
人
可
學
に
も
見
え
る
條
は
、「
或
問
。
鳥
有
鳳
、
獸
有
麟
、
鳥
獸
皆
可
鳳
麟
乎
。
曰

羣
鳥
之
於
鳳
也
、
羣
獸
之
於
麟
也
形
性
、
豈
羣
人
之
於
圣
乎
」（『
法
言
』
問
明
）
が
あ

る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、「
豈
羣
人
之
於
圣
乎
」
の
解
釋
で
あ
る
。
こ
の
條
に

つ
い
て
司
馬
光
は
「
圣
人
與
人
皆
人
也
。
形
性
無
殊
、
何
爲
不
可
跂
及
」（『
揚
子
法
言
』）

と
、
圣
人
と
一
般
人
の
形
性
が
同
じ
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
吾
妻
氏
前
掲
書
（
注

（
18
）所
引
）
一
五
三
頁
に
も
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
條
は
汪
榮
寶
『
法
言
義
疏
』

上
、（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
が
踏
ま
え

ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
一
般
人
と
圣
人
の
形
と
性
は
異
な
る
と
解
釋
し
た
場
合
、
こ
の

次
の
條
の
「
或
曰
、
甚
矣
。
圣
道
無
益
於
庸
也
。
圣
讀
而
庸
行
。
盍
去
諸
。
曰
、
甚
矣
。

子
之
不
逹
也
。
圣
讀
而
庸
行
、
犹
有
聞
焉
。
去
之
阬
也
」（『
法
言
』
問
明
）
と
い
う
文

脈
と
あ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
條
を
繫
げ
る
こ
と
の
可
否
に
つ
い
て
も
檢
討
を
要
す
る
。

ま
た
、
外
貌
に
つ
い
て
は
、「
圣
人
虎
别
其
文
炳
也
。
君
子
豹
别
其
文
蔚
也
。
辯
人
貍

别
其
文
萃
也
。
貍
變
則
豹
、
豹
變
則
虎
。」（『
法
言
』
吾
子
）。

（
22
）　

こ
の
條
は
土
田
氏
に
御
敎
示
い
た
だ
い
た
。
深
甚
な
る
謝
意
を
こ
こ
に
表
す
。

（
23
）　

栗
田
氏
前
掲
書
（
注（
14
）所
引
）
二
二
～
二
三
頁
。
ま
た
、
森
三
樹
三
郎
『
上
古
よ

り
漢
代
に
至
る
性
命
觀
の
展
開
』（
創
文
社
、
一
九
七
一
）。
そ
の
他
、
揚
雄
の
性
說
に

つ
い
て
、
王
氏
前
掲
書
（
注（
1
）所
引
）
一
八
八
頁
。
ま
た
、
吾
妻
氏
前
掲
書
（
注

（
18
）所
引
）
一
八
〇
頁
で
は
、
可
變
的
な
性
へ
の
論
及
が
あ
る
。
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（
24
）　

揚
雄
の
性
に
つ
い
て
王
氏
前
掲
書
（
注（
1
）所
引
）
一
八
九
頁
。
ま
た
、
郭
君
銘
『
揚

雄
『
法
言
』
思
想
硏
究
』（
四
川
出
版
集
團
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
六
）
一
〇
一
頁
。

（
25
）　

張
岱
年
「
揚
雄
」『
中
國
古
代
著
名
哲
學
家
評
傳
』（
斉
魯
書
社
、
一
九
八
二
）。

（
26
）　

批
判
者
と
し
て
は
楊
時
が
い
る
。「
六
經
不
言
無
心
、
惟
佛
氏
言
之
。
亦
不
言
修
性
、

惟
揚
雄
言
之
。
心
不
可
無
、
性
不
假
修
。」（『
龜
山
先
生
語
錄
』
卷
一
）。
楊
時
に
つ
い

て
は
土
田
氏
前
掲
書
（
注（
6
）所
引
）。


